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座面圧力分布、医療福祉、健康

安価なクッション型の圧力分布センサおよび計測システムを開発することにより、覚醒時間の6
割にあたる「座っている状態」の定量的な評価を行うことで、猫背や反り腰などの悪い姿勢の検
知や読書、作業（デスクワーク）、休養の質の評価を行うことを目的とする。

我々の生活の中で着座状態で行う行動は事務作業、食事、趣味、休養、車の運転など多岐に渡
る。本研究ではこれらの動作中に現れる座面圧力分布を計測・モニタリングすることにより、自
分では気付いていない悪い姿勢の改善を行うことで、より質の高い日常生活動作を獲得すること
ができる。
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